
匝亘亜夏董ヨ 厖懃靱燃しらせ
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ｌι
フ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

同
時
　
９
月
１８
曰

（火
〉
～
”
日

木^
）

午
後
７
時
～
８
時
∞
分
　
※
荒
天
時
は
中
止

場
所
　
白
浜
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ト

対
象
者
　
未
経
験
者
　
初
心
者

年^
齢
、
性
別

不
問
）
小
学
生

（
保
護
者
同
伴
〉
か
ら

一
般

※
市
内
在
住
　
在
勤
の
方
の
み

，
加
贅
　
無
料

（事
前
申
込
制
）

申
込
　
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
６
●
５
０
５
５

獣
猥
公
園
屋
内
温
水
ワ
ー
ル

不

　

動

無

料

相

談

会 産

、り

`i;:矢

し

一̈
）^

無
料
間
族

無
料
開
放
日

敬
老
の
日
　
９
月
１７
曰

（
月
）

対
象
　
“
歳
以
上
の
方

体
青
の
日
　
１０
月
８
日

（
月
）

対
象
　
一
般
入
場
者
の
方

×
専
用
使
用
を
除
く

ブ
ー
ル
営
業
時
間

午
前
０
時
～
午
後
６
暗
“
分

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
．

問
合
せ
先
　
敷
根
公
園
屋
内
温
水
フ
，
ル

●
・”
６
３
３
３

個
別
労
働
紛
争
解
兼
制
度
の
こ
案
内

静
岡
労
働
局
て
は
労
働
に
関
す
る
様
々
な
ト

ラ
フ
ル
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
た
め

　

「
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
労
働
相

談
を
お
こ
な
う
ほ
か
　
静
岡
労
働
局
長
に
よ
る

「
助
言
　
拮
導
」
、
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る

「
あ

っ
せ
ん
」
な
ど
の
ご
案
内
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す

問
合
せ
先
　
静
岡
労
働
局
総
務
割
企
画
室

総
合
労
働
相
談
コ
ー
サ
ー

●
０
５
４
，
２
５
２
１
１
２
１
２

地
雪
』
療
を
考
え
う
日
間

公
開
講
議
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
９
月
２
日

＾
日
）
午
後
６
時
よ
り

場
所
　
市
民
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

演
者
　
聖
略
加
国
際
病
院
　
院
長
　
福
丼
次
矢

演
題

　
「我
が
国
の
医
療
の
課
題
と
展
望
」

―
医
療
を
提
供
す
る
立
場
、

利
用
す
る
立
場
か
ら
―

料
金
　
無
料

主
催
　
静
岡
県
　
下
田
市

問
合
せ
先
　
健
康
増
進
課
　
健
康
づ
く
り
係

６
２
２
２
１
７

社
団
法
人
静
岡
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
・王
催

の
不
動
産
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

不
動
産
に
関
す
る
お
悩
み

〓
」
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
．

開
催
曰
時
　
Ю
月
３
曰

水^
）

午
前
Ю
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

開
催
会
場
　
沼
津
市
役
所

住
所
　
いわ
津
市
御
幸
町
１６
番
‐
〓

申
込
方
法
　
当
日
会
場
で
受
付

（予
約
不
要
）

受
付
続
切
　
午
後
３
時
∞
分

主
な
相
談
内
容
　
鑑
定
評
価
　
価
格
　
賃
料

売
買
、
交
換
　
億
地
、
倍
家
　
相
続
、
贈
与

問
合
せ
先

（社
）
静
岡
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

６
０
５
４
１
２
５
３
１
６
７
１
５

特
定
の
血
腋
製
剤
に
よ
――

Ｃ
型
肝
贅
ウ
ィ
ル
ス
に
霧
染
さ
れ
た
方
ヘ

綸
，
全
●
ａ
知
ら
せ

出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出
血
等
の
際
に

特
定
の
血
液
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
万
に
、

給
付
金
を
支
給
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
相
談
窓
ロ

●
０
１
２
０
，
５
０
９
１
０
０
２
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